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審 査 結 果 の 要 旨 
近年, 中心血圧が上腕血圧より心血管イベントや死亡とより強く関連するとの知見が蓄積され, 
高血圧患者における中心血圧とアルブミン尿の関連も報告されている. 中心血圧の重要性が認知さ
れてきているが, 2 型糖尿病患者における腎症との関連について, また上腕血圧と比較した場合の
有用性については未だ一定の見解が得られていない. 
申請者は, 2 型糖尿病患者においてアルブミン尿と中心血圧の関連を評価し, さらに上腕血圧と中
心血圧のアルブミン尿との関連性を比較検討した.外来通院中の2型糖尿病患者294名について横断
研究を行った. 上腕血圧と中心血圧をオムロンヘルスケア社製の非侵襲性血圧脈波検査装置, 
HEM-9000AI を用いて同時に測定した. 上腕血圧および中心血圧と尿中アルブミン排泄量との関係を
重回帰分析で, アルブミン尿に対するオッズ比をロジスティック回帰分析で算出した. さらに ROC
解析を用いて両者の曲線下面積（AUC）を比較した. 
重回帰分析では上腕血圧 (ß = 0.255, P < 0.0001)および中心血圧 (ß = 0.227, P < 0.0001) は
ともに尿中アルブミン排泄量を規定する有意な因子であった. 多重ロジスティック回帰分析でのオ
ッズ比（95%信頼区間）は, 上腕血圧 1.029（1.012-1.049)および中心血圧 1.025（1.010-1.040)で
あった. ROC解析におけるAUCの比較では上腕血圧の方が中心血圧よりアルブミン尿と強い関連性を
認めた (P = 0.035). 2 型糖尿病患者において中心血圧は尿中アルブミン排泄量と関連があるが, 尿
中アルブミン排泄量との関連は上腕血圧の方が強いという結果であった. 
本研究では, 2 型糖尿病患者において, 中心血圧が尿中アルブミン排泄量と相関するものの, その
相関は上腕血圧より弱かった. 中心血圧は末梢血圧より左室肥大や心血管イベントとの関連が大き
いことが知られている. 一方で, 腎輸入細動脈へは中心血圧よりも末梢の血圧が及ぼす影響が大き
く, アルブミン尿の発生や進行にも末梢の高血圧が強く関わっているとされる. 中心血圧は心血管
イベントの予防には重要な因子となりうるが, 糖尿病腎症の予防には末梢血圧がより有用な因子だ
と考えられた. 
以上が本論文の要旨であるが，2 型糖尿病患者を対象として、糖尿病腎症に関わる因子として, 中
心血圧と上腕血圧を比較検討し, それぞれの影響力を明らかにした点で，医学上価値ある研究と認
める． 
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